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管理といった計画書を作成するプロセスがこと

ごとく省かれていましたね」

『ソースコードに関わらないプロセスは省かれ

ていたわけだ』

「それからＰＦＤを使ったプロセスの設計も省

かれていましたね」

『そいつは、今だから省かれていたプロセスと

認識できているのだろう？』

「あっそうですね。マスターのお話を聞いて、

そういう方法があるのだということが分かった

からですね」

　　　　　　　～　＊　～
『さっき、あなたはプロセスの問題に２つの

ケースがあるといったけど、実はもう一つあっ

て、３つ目は必要なプロセスが実施され

ていないというケースなんだよ』

「えっ、それって２番目のケースとどこ

が違うのでしょうか？」

『さぁ、どこが違うか考えてみて！』

「２番目も、必要なプロセスを省いているので

すよね」

『これに気づかないかぎり、本当のプロセス改

善はできないし、SQA活動の意義も見出せない

からね』

と言われてプレッシャーを感じている。しょう

がない、ちょっと助け船を出すことにしよう。

『２番目は、何らかの圧力で必要なプロセスを

“省いた”ケースだったよね。いわば“確信

犯”なんだよね』

「あっそうか。そのプロセスは必要なことは

知っていたけど省いたのが２番で、３つ目の

は、そのようなプロセスが必要なこと、あるい

は、そのようなプロセス自体がソフトウェアの

開発プロセスの中に存在することすら認識して

いなかったから実施されなかった、ということ

ですね」

『そうだ』

「さっき、２番目のケースのところでＰＦＤに

よるプロセスの定義を挙げたとき、マスターが

“今だから”と言われたのは、今までは、その

ＰＦＤを使ってプロセスを定義するというプロ

セスそのものの存在を認識していなかったで

しょう、という意味だったのですね」

『繋がったかね。３つ目のケースは、そのよう

なプロセスが存在することに気づいていないた

めに、省かれてしまうのだ』

「それって、たとえばバグの原因プロセスを特

定するときに外しますよね」

『外してしまうだろうね。だからいつまでたっ

ても問題は解消しない。ただ、この種のプロセ

スは、ソフトウェア・エンジニアリングの中で

は比較的小さなプロセスが多いので、大きく崩

れることはない』

「今気がついたのですが、マスターが時々おっ

しゃっている“ガイドラインを作る”というの

も、気づいていないプロセスでしたね」

『そう、今回の要求内容に合わせて、ガイ

ドラインを調整するプロセスだとか、プロ

ジェクトの本番に間に合うようにトレーニ

「マスター、プロセスの改善というのは難しい

ですね」

『どうしたんだい急に？』

「何か、もっと早くプロセスの改善を仕掛ける

方法はありませんか？」

『無いわけではないが。あなたの組織では

CMMに取り組んでいたよね』

「はい、３年前から取り組んでいます」

『“SQA”はどういう人がやっているのかね？

　設計の経験者はいるかね？』

「はい。組織としては８名です。その中で設計

の経験者は私を含めて３名です」

『おぉ、設計の経験者が入っているんだ』

「いえ、最初は一人もいませんでした。マス

ターのお話を横で聞かせていただいたことで、

１年前にSEPGと合体させたところです」

『SEPGから回った人が３名いるというわけ

だ。それなら話は早いや』

　　　　　　　～　＊　～
「そうなんですが、さて何をすれば良いのか、

というところで迷っています」

『プロセスを改善するというのは、バグなどの

原因をプロセスに求めるという考え方に基づい

ているというのは分かるよね』

「はい。プロセスに原因を求めて、該当するプ

ロセスの手順を変えることと認識しています」

『オーケー。プロセスに原因があるというとこ

ろをもう少し詳しく説明してくれないか』

「はい。プロセスの問題というのは、

１）プロセスが適切な形で実行されていない

２）時間等の圧力に負けて必要なプロセスが省

かれている

というケースがあると考えています」

『ようし。１番目のケースから、もう少し掘り

下げてみようか』

「はい。たとえば、“要求仕様書を作成する”

というプロセスは省かれていませんが、取り組

み方が不十分なために、効果的は成果物が作れ

ていません」

『そうだね。他には？』

「“レビュー”も効果的な形で実施されていな

いと思います。組織によっては事前に配

付できていませんし、ほとんどのプロ

ジェクトでは元になる成果物との照合と

いう視点でレビューされていません」

『他には？』

「設計のプロセスも、分割と階層化が曖昧です

し、書かれている成果物が、次のプロセスにう

まく繋ぐ事を意識して書かれていないと思いま

す。実際、以前の私自身がそうでしたから」

『なるほど、以前のあなたがそうだったから、

今、他の人たちの間違った取り組み方が見えて

いるんだよね』

「そうでしょうね」と答えて、

「そうか、だから設計の経験者をSQAに配置す

るのですね」

『１つ目のケースはだいたい、いいだろう。そ

れでは２つ目のケースはどうかな？』

「はい。少し前だと、サイズ見積りとかリスク
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ングするというプロセスも、CMMに触れるま

では、ほとんどの組織にとっては気づかなかっ

たプロセスだったのではないかな』

「その組織は、そういうプロセスの存在に気付

いていないのですから、そのままではプロセス

の改善が効果を上げないのでは？」

『その可能性は否定できない。だからコンサル

タントを使って、そうしたプロセスを補うのだ

が、むしろあなた達がやればいい』

「えっ、どういうことですか？」

『SQAがプロジェクトのプロセスを途中や最後

にチェックする理由は？』

「事前に設定したプロセスに沿って作業が進め

られていることを保証するのが目的と認識して

います」

『それだけ？　まぁ何と浅い認識なんだろう。

もっと深く考えてごらんよ。それだけのことな

ら何も設計の経験者でなくても対応できるだろ

う。私がなぜ設計の経験者、それも成功者を

SQAに求めているのか？』

「今、良く分かっていなかったことに打ちのめ

されています」といってしょげてしまった。

　　　　　　　～　＊　～
『まぁ、そんなにしょげなさんな。いいかい。

バグやトラブルの原因はプロセスにあるという

ことだったよね』

「はい。だからプロセスを改善してそのような

状態を解消しようというわけです」

『だったら、ＰＬの判断でこうしたプロセスが

実施できていればどうなる？』

「当然、バグや作業の遅延も少ないはずです」

といって叫んだ。

「あっそうか！、べストプラクティスを見つけ

る目的は、うまくできているプロジェクトに

は、こうした効果的なプロセスが組み込まれて

いる可能性があって、それを探すのですね。だ

から設計の経験者でないとできないとおっ

しゃっているのですね」

『そういうことだ。ただし、そのチームのＰＬ

だって、事前にガイドラインを作ったことが効

果をもたらしたとは認識していないかもしれな

い、ということもあるからね』

「もし、そのＰＬが有効なプロセスと認識して

いれば、ＰＦＤなどに書かれる可能性がありま

すよね」

『そう、自分からアピールするだろうからね。

逆に、当人は有効なプロセスと認識していない

場合は、どこにも書かれていないだろう。その

場面に対してSQAとしてどう対応するかだ』

「そうですね。プロジェクトの結果はでている

のですから、そこに何かあるはずということで

聞き出しますかね。この前に“こんなこと”を

しなかったですか？という感じで」

『あぁそれでいい。SQA自身が成功者であれば

“こんなこと”が見えるし、そうしたプロセス

の存在も予想できる。同時に、そのＰＬも自分

の考えたことがプロジェクトの好結果に繋がっ

ていたことを知らされることになる』

「ここにベストプラクティスを探す意味があっ

たのですね。あぁ、すっきりしました」

『もう一つ、こうして発見した有効なプロセス

を公開することで、みんなが「肯定眼」をもっ

て情報を交換しあい、競い合うことの必要性を

説いて回るのもSQA(SEPG)の仕事だよ』◆

ベストプラクティスには、効果的なプロセス
が組み込まれていることがある。SQAはそれ
を掘り出すことができなければ意味がない。
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本
中
で
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
地
理

的
に
も
拡
散
し
て
い
る
状
況
を
考
え
る

と
、
整
備
点
検
を
専
門
に
請
け
負
う
事
業

は
成
立
し
に
く
い
。
少
な
く
と
も
整
備
点

検
が
努
力
義
務
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
整
備
士
を
遊

園
地
側
で
抱
え
た
と
こ
ろ
で
、
毎
月
分
解

し
て
点
検
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

も
、
実
際
に
点
検
・
整
備
を
実
施
す
る
と

な
る
と
一
人
で
は
で
き
な
い
。
そ
う
な
る

と
、
い
き
お
い
他
の
設
備
の
点
検

整
備
も

担
当
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
整

備
士
と
し
て
の
技
量
は
向
上
し
な
い
。
つ

ま
り
こ
う
し
た
現
場
の
状
況
か
ら
は
「
プ

ロ
」
が
育
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
以
前
、
シ
ン
ド
ラ
ー
社
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
事
故
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
と

き
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
シ
ン
ド
ラ
ー

社
の
製
品
の
品
質
や
整
備
点
検
の
対
応
を

追
及
し
た
が
、
今
回
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
事
故
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整

備
士
も
、
技
量
は
決
し
て
「
プ
ロ
」
の
レ

ベ
ル
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
最
近
、
点
検
の
手
抜
き
か
ら
ワ
イ

ヤ
ー
の
部
分
破
断
が
発
見
さ
れ
た
時
も
、

エ
レ
ベ
ー
タ
の
製
造
メ
ー
カ
ー
の
名
前
は

公
表
さ
れ
て
も
、
点
検
整
備
を
請
け
負
っ

た
会
社
の
名
前
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い

し
、
そ
の
こ
と
で
事
業
の
免
許
が
取
り
消

さ
れ
た
と
も
聞
い
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
点
検

整
備
の
結
果
に
何
ら
責
任
が
問
わ

れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
点
検
整
備
を
請
け

負
う
企
業
も
、
給
料
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
を

雇
い
続
け
る
理
由
は
な
く
な
る
。
「
資

格
」
だ
け
を
持
っ
て
い
る
「
新
米
の
整
備

　
五
月
の
Ｇ
Ｗ
の
最
中
、
大
阪
の

万
博
公
園
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
車
軸
が
折
れ
る
と
い
う
事

故
で
、
乗
客
の
一
人
が
死
亡
し

た
。
こ
の
事
故
で
、
日
本
が
相
変

わ
ら
ず
「
素
人
国
家
」
で
あ
る
こ

と
を
思
い
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
つ
い

て
は
乗
客
の
誰
も
が
「
危
険
な
乗

り
物
」
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
た
し
か
に
乗
客
は
危
険
と

の
接
点
の
と
こ
ろ
に
ス
リ
ル
を
求

め
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
本
当
に
事
故
が
起
き
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。
そ
の
可
能
性
す
ら
想
定
し

て
い
な
い
。
「
脱
線
の
可
能
性
が
数
％
で

す
が
否
定
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
看
板
が

立
っ
て
い
た
ら
誰
も
乗
ら
な
い
だ
ろ
う
。

実
際
に
は
事
故
は
起
き
な
い
と
信
じ
て
い

る
か
ら
「
ス
リ
ル
を
楽
し
む
」
の
で
あ

る
。
だ
が
、
今
回
の
事
故
で
、
ま
と
も
な

点
検
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
捜
査
で

も
、
探
傷
検
査
は
も
ち
ろ
ん
、
車
軸
な
ど

消
耗
の
激
し
い
重
要
部
品
は
一
度
も
交
換

し
て
い
な
い
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
と
似
た
状
態
に
あ
る
遊
園
地
が
他
に

も
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
も
っ
と
驚
い
た
こ
と
は
、
ジ
ェ
ッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
の
保
守
点
検
要
員
の
資
格
試

験
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
昇
降
機
の
資

格
試
験
で
取
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
番
組
で
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
昇
降
機

の
試
験
問
題
の
中
に
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
設
問
が
設
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
検

査
員
の
資
格
が
あ
れ
ば
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
検
査
員
に
も
な
れ
る
と
い
う
こ
と

か
。
少
な
く
と
も
そ
こ
に
は
、
自
動
車
の
整

備
士
の
よ
う
に
実
技
の
試
験
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
結
局
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
整
備
士

の
資
格
と
い
う
の
は
、
そ
の
仕
事
が
十
分
に

こ
な
せ
る
だ
け
の
知
識
と
技
術
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
単
に
、
そ
の
仕
事
に
就
く
た
め
の
「
入

門
証
」
で
あ
っ
て
、
仕
事
が
で
き
る
こ
と
と

は
全
く
関
係
は
な
い
の
だ
。
こ
の
制
度
で

は
、
点
検

整
備
の
技
術
は
、
実
際
に
仕
事

に
就
き
な
が
ら
習
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
そ
れ
を
期
待
す
る
の
も
難
し
い
し
、
現

実
の
作
業
の
中
に
も
、
そ
れ
を
保
証
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
日
本
で
は
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
保
守
点
検
要
員
は
、
遊
園

地
の
責
任
で
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
た
し
か
に
、
自
前
で
抱
え
て
い
れ

ば
、
必
要
な
時
に
い
つ
で
も
保
守
点
検
が
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
だ
が
、

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
は
、
た
い
て
い
は
一

つ
の
遊
園
地
で
一
基
か
二
基
し
か
な
い
。
日

音音

　
こ
れ
は
呂
氏
春
秋
の
中
に
あ
る

「
六
検
八
観
法
」
と
い
う
、
人
を

観
察
す
る
方
法
の
中
の
一
つ
で

す
。
高
い
地
位
に
あ
る
人
が
、
一

体
ど
の
よ
う
人
を
推
薦
す
る
か
、

そ
の
推
薦
さ
れ
た
人
を
み
て
任
命

者
の
「
人
」
を
観
る
の
で
す
。

　
今
回
、
現
職
の
農
水
大
臣
が
自
殺
す
る
と

い
う
前
代
未
聞
の
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
自

殺
の
原
因
は
、
司
法
の
手
で
解
明
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
任
命
権
者

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
今
回
の
内
閣
は
、
組
閣
の
段
階
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
問
題
含
み
の
状
態
で
し
た
。
そ
の
人

の
能
力
で
は
な
く
首
相
に
な
る
前
の
支
援
活

動
に
対
す
る
論
功
行
賞
で
あ
る
と
か
、
若
手

の
起
用
に
見
せ
か
け
て
実
は
扱
い
易
い
人
を

集
め
た
と
か
巷
間
さ
さ
や
か
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
自
殺
し
た
前
農
水
省
大
臣
も
、
就

任
早
々
か
ら
政
治
資
金
の
使
い
方
の
不
透
明

さ
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
農
水
省

関
連
の
公
共
事
業
に
か
ら
む
官
製
談
合
や
資

士
」
に
入
れ
替
え
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
で

も
、
こ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
整
備

士
の
「
プ
ロ
」
は
育
た
な
い
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
「
素
人
」
の
問
題
は
、
保
守
点
検
の
技
術

者
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
今
回
の

事
故
で
、
遊
園
地
側
の
施
設
の
管
理
責
任
者

も
、
点
検
整
備
に
関
す
る
法
律
や
規
制
が
あ

る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を

自
ら
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の

真
意
は
私
に
は
測
り
か
ね
て
い
る
。
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
の
前
で
、
「
私
は
、
組
織
の
中
で
は

責
任
者
で
す
が
、
必
要
な
法
規
も
何
も
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
何
の
恥
じ
ら
い
も
な
く

言
っ
て
の
け
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
許
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
日
本
独
特
の
認
識
が
、

金
還
流
に
関
係
し
て
い
る
疑
い
で
捜
査
が
行

わ
れ
て
い
た
最
中
の
自
殺
で
し
た
。

　
や
は
り
、
結
果
論
で
は
あ
っ
て
も
、
大
臣

に
任
命
す
る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
総
理
大
臣
の
任
命
責
任
が
問
わ

れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
と

い
う
よ
り
も
、
「
慚
愧
に
堪
え
な
い
」
と
い

う
だ
け
で
、
こ
れ
以
上
任
命
責
任
を
問
わ
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
総
理
大
臣
の

「
任
命
」
と
は
何
と
軽
い
も
の
か
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
る
で
、
打
つ
手
を
間
違

え
て
相
手
に
と
ら
れ
た
将
棋
の
駒
の
よ
う
に

も
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
し
て
後
任
の
大
臣
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
も
同
じ
軽
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
「
諌
言
の
士
」
ら
し
き
人
を
選
ん

で
く
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
最
初
の
組
閣

の
と
き
と
ま
っ
た
く
同
じ
視
点
で
人
選
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
後
任
の
人
選
か
ら
、
な
る
ほ
ど
「
慚
愧
に

堪
え
な
か
っ
た
」
結
果
だ
と
思
わ
せ
る
と
こ

ろ
が
見
出
せ
な
い
の
で
す
。

「
貴
け
れ
ば
其
の
進
む
る
所
を
観
る
」

　
　
　
　
（
安
岡
正
篤
「
天
地
に
か
な
う
人
間
の
生
き
方
」
よ
り
）

あ
の
よ
う
な
行
動
を
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
●
　
　
◆
　
　
●

　
つ
ま
り
、
組
織
の
施
設
管
理
責
任
者
と
い

え
ど
も
、
看
板
だ
け
の
「
た
だ
の
素
人
管
理

者
」
で
し
か
な
い
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
管
理

体
制
に
対
し
て
、
企
業
組
織
の
ト
ッ
プ
が
な

ん
ら
責
任
を
問
わ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ

し
て
当
の
管
理
者
も
「
知
ら
な
か
っ
た
」
で

許
さ
れ
、
せ
い
ぜ
い
業
務
上
過
失
致
死
の
罪

で
執
行
猶
予
が
付
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
社
会
に
は
「
プ
ロ
」
は
育
た
な
い
。

　
そ
し
て
私
が
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
今

回
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
事
故
が
、
今

後
の
再
発
を
防
止
す
る
仕
組
み
作
り
に
活
か

さ
れ
る
気
配
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
理
由

は
、
「
仕
組
み
を
作
る
プ
ロ
」
が
い
な
い
こ

と
に
あ
る
。
結
局
、
「
一
つ
の
不
幸
な
事

故
」
と
し
て
忘
れ
去
ら
れ
る
の
か
。
　
■

　

素人国家の犠牲者素人国家の犠牲者

今月の一言


